
後
水
尾
院
述
・
近
衛
基
凞
記
『
法
皇
御
説
聞
書
』
攷

大

谷

俊

太

一

　

陽
明
文
庫
一
般
文
書
中
の
歌
道
聞
書
、『
法
皇
御
説
聞
書
』（
仮
綴
写
本
一
冊
、
一
般
文
書61518

）
を
紹
介
す
る
。「
法
皇
」
と
は
、
す
な

わ
ち
後
水
尾
院
の
こ
と
、
筆
記
者
は
近
衛
基
凞
で
あ
る
。
後
水
尾
院
述
・
近
衛
基
凞
記
の
歌
道
聞
書
と
し
て
は
、
既
に
紹
介
し
た
『
御
手

扣
』
が
あ
る
（「
後
水
尾
院
・
後
西
院
述
、
近
衛
基
凞
記
、
諸
道
聞
書
『
御
手
扣
』
解
題
と
翻
刻
」、『
女
子
大
國
文
』
一
五
〇
、
平
成
二
十

四
年
一
月
）。
墨
付
僅
か
三
丁
、
項
目
数
に
し
て
三
十
と
分
量
は
少
な
い
も
の
の
、
本
書
も
、
後
水
尾
院
か
ら
直
接
親
し
く
教
え
を
受
け
た

当
人
に
よ
る
自
筆
の
聞
書
で
あ
る
点
、
資
料
的
価
値
は
『
御
手
扣
』
ほ
か
の
後
水
尾
院
か
ら
の
聞
書
類
に
劣
る
も
の
で
は
な
い
。

　

本
書
は
、
そ
の
聞
書
時
期
が
特
定
さ
れ
る
。
端
作
り
に
は
「
寛
文
六
三
十
六　

法
皇
御
説
聞
書
」
と
あ
り
、
寛
文
六
年
（1666

）
三
月
十

六
日
か
ら
記
し
初
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
第
三
丁
表
の
24
項
目
に
は
「
寛
文
六
九
月
九
日　

従
内
々
進
上
詠
草
」
と
あ
り
、
同
年

の
重
陽
の
記
事
が
載
る
。
そ
の
後
に
や
や
行
を
空
け
て
四
項
目
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
九
月
九
日
以
降
の
書
留
で
あ
ろ
う
が
、
一
つ
書
き

で
は
二
つ
分
で
あ
り
、
後
述
の
よ
う
に
、
一
時
に
書
か
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
書
は
寛
文
六
年
中
に
記
し
留
め
ら
れ

た
も
の
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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寛
文
六
年
に
は
、
後
水
尾
院
は
七
十
一
歳
、
近
衛
基
凞
は
十
九
歳
で
あ
る
。
同
じ
く
後
水
尾
院
か
ら
の
聞
書
の
う
ち
、『
御
手
扣
』
は
天

和
末
年
か
ら
貞
享
初
年
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
、
記
事
の
内
容
も
延
宝
期
以
降
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
筆
記
者
が
霊
元
天
皇
の
『
麓
木

鈔
』
は
書
中
に
寛
文
八
年
正
月
十
九
日
の
和
歌
と
寛
文
十
二
年
二
月
二
十
五
日
の
記
事
が
確
認
で
き
る
。
同
じ
く
霊
元
天
皇
記
の
『
聴
賀

喜
』
は
延
宝
五
年
正
月
八
日
か
ら
三
月
二
十
五
日
ま
で
の
聞
書
。
従
っ
て
、
上
記
三
種
の
聞
書
よ
り
は
、
本
書
が
先
行
す
る
。『
飛
鳥
井
雅

章
卿
聞
書
』
に
は
寛
文
二
年
か
ら
同
九
年
、
日
野
弘
資
に
よ
る
『
後
水
尾
院
御
仰
和
歌
聞
書
』
に
は
寛
文
三
年
か
ら
同
六
年
十
一
月
六
日
の

記
事
が
載
り
、
本
書
と
時
期
が
重
な
る
が
、
寛
文
六
年
に
は
雅
章
五
十
六
歳
、
弘
資
五
十
歳
で
、
両
人
と
も
既
に
古
今
伝
受
を
受
け
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
本
書
は
、
基
凞
十
九
歳
の
聞
書
で
、
歌
道
の
到
達
度
に
違
い
が
あ
り
、
同
席
し
て
の
記
事
の
重
な
り
も
見
ら
れ
な
い
。

二

　

さ
て
、
そ
の
内
容
は
、
前
半
は
新
古
今
集
の
春
上
下
部
の
和
歌
十
五
首
に
つ
い
て
の
注
で
あ
る
。
新
古
今
集
に
お
け
る
歌
番
号
を
挙
げ
れ

ば
左
の
通
り
で
あ
る
。

8
・
11
・
20
・
21
・
28
・
36
・
38
・
47
・
58
・
62
・
78
・
101
・
114
・
134
・
151

本
書
の
8
項
目
目
（
新
古
今
集
47
番
歌
の
注
）
の
次
に
、

右
、
法
皇
御
抄
之
趣
ナ
リ
。
直
写
留
ナ
リ

と
あ
り
、
1
〜
8
項
目
の
記
事
が
「
法
皇
御
抄
」
の
写
し
で
あ
る
と
す
る
。「
法
皇
御
抄
」
が
新
古
今
集
の
注
と
は
限
ら
な
い
が
、
後
水
尾

院
に
新
古
今
集
の
注
釈
が
あ
る
と
の
報
告
は
こ
れ
ま
で
な
さ
れ
て
い
な
い
。
本
書
13
項
目
（
新
古
今
集
114
番
歌
の
注
）
の
終
わ
り
に
は
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私
云
、
狩
ノ
字
之
事
、
法
皇
詠
哥
大
概
御
抄
ニ
ク
ワ
シ
ク
被
遊
シ
ナ
リ
。
可
見
也
。

と
あ
り
、
後
水
尾
院
の
『
詠
歌
大
概
御
抄
』
の
名
が
見
え
る
。
が
、
上
記
新
古
今
集
歌
十
五
首
の
う
ち
、
詠
歌
大
概
所
収
歌
は
こ
の
114
番
歌

の
み
で
あ
る
。
ま
た
、「
狩
」
に
つ
い
て
の
説
明
を
『
詠
歌
大
概
御
抄
』
に
譲
っ
た
と
あ
る
の
で
、「
法
皇
御
抄
」
は
『
詠
歌
大
概
御
抄
』
の

こ
と
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　

14
項
目
の
新
古
今
134
番
歌
の
注
釈
を
記
し
た
後
に
も
、

右
御
抄
。

と
あ
り
、
そ
の
14
項
目
を
受
け
て
、
15
項
目
の
最
初
に
、

此
哥
ノ
ツ
ヰ
デ
ニ
タ
レ
ヤ
ラ
ウ
カ
ヾ
ハ
レ
シ
ト
ナ
リ
。
同
法
皇
御
抄
。

と
あ
っ
て
、
三
条
西
実
隆
の
「
人
ハ
イ
サ
秋
ノ
月
ニ
ヤ
花
ノ
露
モ
ヲ
キ
所
ナ
キ
心
ミ
エ
マ
シ
」（
雪
玉
集
巻
四
・1197

・
翫
月
。
雪
玉
集
で

は
、
結
句
が
「
心
み
ゆ
ら
ん
」）
に
つ
い
て
の
解
釈
を
記
し
、

如
御
抄
、
不
違
之
写
。

と
あ
る
の
で
、「
法
皇
御
抄
」
は
講
釈
の
場
で
「
つ
い
で
に
」
話
さ
れ
た
こ
と
も
書
き
留
め
ら
れ
た
講
釈
聞
書
で
あ
る
ら
し
い
。

　

以
上
か
ら
、
寛
文
六
年
以
前
に
、
新
古
今
集
の
少
な
く
と
も
春
部
に
つ
い
て
は
、
後
水
尾
院
に
よ
る
講
釈
が
行
わ
れ
、
そ
の
聞
書
が
ま
と

め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
本
書
の
1
〜
15
項
目
は
そ
の
「
法
皇
御
抄
」
に
基
づ
く
聞
書
で
あ
っ
た
。
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三

　

次
に
、
16
項
目
は
、
新
古
今
集
151
番
歌
、
大
伴
家
持
の
「
唐
人
の
舩
を
う
か
べ
て
あ
そ
ぶ
て
ふ
け
ふ
ぞ
わ
が
せ
こ
花
か
づ
ら
せ
よ
」
の

「
花
か
づ
ら
」
か
ら
「
か
ざ
し
」
の
考
証
に
入
り
、
後
撰
集
春
下
96
の
「
か
ざ
せ
ど
も
」
と
後
撰
集
恋1202

「
か
ざ
す
と
も
」
の
歌
に
言
及

す
る
も
の
で
、
こ
れ
も
同
じ
新
古
今
集
歌
講
釈
の
記
事
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
15
項
目
ま
で
の
よ
う
に
「
御
抄
」
の
写
し
と
は
記
さ

れ
て
い
な
い
。
17
項
目
は
古
今
集
春
下
95
「
い
ざ
け
ふ
は
春
の
山
邊
に
ま
じ
り
な
む
く
れ
な
ば
な
げ
の
花
の
か
げ
か
は
」
の
「
な
け
」、
18

項
目
は
後
撰
集
雑
四1300

「
い
ま
は
と
て
秋
は
て
ら
れ
し
身
な
れ
ど
も
き
り
た
ち
人
を
え
や
は
わ
す
る
る
」
の
「
き
り
た
ち
」
に
つ
い
て
記

す
。
19
項
目
は
拾
遺
愚
草
初
学
百
首
10
「
花
ゆ
ゑ
に
春
は
う
き
世
ぞ
お
し
ま
る
る
同
じ
山
路
に
ふ
み
ま
よ
へ
ど
も
」
の
解
釈
が
な
さ
れ
、
20

～
23
項
目
に
は
「
み
し
ぶ
つ
き
」「
そ
そ
や
」「
よ
す
が
」「
め
か
る
」「
は
た
」「
い
か
に
」
の
語
の
意
味
が
簡
略
に
記
さ
れ
る
。

　

17
～
19
・
21
項
目
に
は
直
接
新
古
今
集
と
の
関
連
が
見
ら
れ
な
い
が
、「
み
し
ぶ
つ
き
」
は
新
古
今
集
301
の
俊
成
の
歌
「
み
し
ぶ
つ
き
う

ゑ
し
山
田
に
ひ
た
は
へ
て
又
袖
ぬ
ら
す
秋
は
来
に
け
り
」
中
の
語
で
あ
り
、「
よ
す
が
」
に
は
良
経
の
「
ふ
か
く
さ
の
露
の
よ
す
が
を
契
に

て
さ
と
を
ば
か
れ
ず
秋
は
来
に
け
り
」（
新
古
今
集
293
）、
あ
る
い
は
寂
蓮
の
「
ひ
と
め
み
し
野
辺
の
け
し
き
は
う
ら
が
れ
て
露
の
よ
す
が
に

や
ど
る
月
か
な
」（
新
古
今
集
488
）
が
あ
る
。「
は
た
」「
い
か
に
」
が
一
首
中
に
用
い
ら
れ
て
い
る
歌
に
、
具
平
親
王
の
「
ゆ
ふ
ぐ
れ
は
荻

吹
く
風
の
お
と
ま
さ
る
い
ま
は
た
い
か
に
ね
ざ
め
せ
ら
れ
む
」（
新
古
今
集
303
）
が
あ
り
、
同
じ
意
味
合
い
の
「
い
か
に
」
が
使
わ
れ
て
い

る
例
歌
と
し
て
揚
げ
ら
れ
て
い
る
「
ふ
し
て
お
も
ひ
お
き
て
な
が
む
る
春
雨
に
花
の
下
ひ
も
い
か
に
と
く
ら
ん
」
も
新
古
今
集
84
番
歌
で
あ

る
。

　

従
っ
て
、
16
～
23
項
目
部
分
も
ほ
ぼ
新
古
今
集
講
釈
と
何
ら
か
の
形
で
関
わ
っ
て
記
し
留
め
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
十
九
歳
の
基
凞
は
、

こ
の
寛
文
六
年
当
時
、
和
歌
の
初
学
期
を
過
ぎ
、
新
古
今
集
を
学
ん
で
い
た
と
思
し
い
。
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四

　

さ
ら
に
、
24
項
目
の
前
に
「
寛
文
六
九
月
九
日　

従
内
々
進
上
詠
草
」
と
あ
る
の
で
、
24
～
26
項
目
は
、
寛
文
六
年
の
禁
中
重
陽
歌
会
に

提
出
す
る
詠
草
の
後
水
尾
院
に
よ
る
添
削
・
批
評
の
記
録
で
あ
る
。
早
春
霞
・
静
見
花
・
野
時
鳥
の
三
首
は
、
陽
明
文
庫
所
蔵
の
基
凞
の
家

集
、『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
』
に
、
早
春
霞
・
野
時
鳥
は
添
削
後
の
形
で
、
静
見
花
は
そ
の
ま
ま
の
形
で
、
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
確
か

に
基
凞
の
詠
歌
で
あ
る
と
確
認
で
き
る
。

　

27
～
30
項
目
は
、
四
項
目
に
分
け
て
番
号
を
振
っ
て
い
る
が
、
27
項
目
の
順
徳
院
百
首
の
「
清
見
潟
雲
も
ま
が
は
ぬ
波
の
上
に
月
の
く
ま

な
る
む
ら
千
鳥
か
な
」
の
歌
の
「
ま
が
は
ぬ
」
に
関
わ
っ
て
、
28
・
29
項
目
の
続
古
今
と
後
撰
の
歌
が
導
き
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
し
、

30
項
目
の
「
哉
ド
マ
リ
」
す
な
わ
ち
「
て
に
は
伝
授
」
の
記
事
も
、
順
徳
院
の
歌
の
と
ま
り
の
「
か
な
（
哉
）」
に
関
わ
っ
て
の
発
言
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
四
項
目
の
記
事
は
、
後
水
尾
院
と
基
凞
の
一
度
の
対
話
で
交
わ
さ
れ
た
内
容
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

　
「
ま
が
は
ぬ
」
か
ら
「
ま
が
ふ
」
を
用
い
た
和
歌
の
例
を
挙
げ
、
類
義
語
の
「
か
ど
ふ
」
を
用
い
た
例
も
引
き
出
す
。
一
方
、
28
項
目
で

は
、
も
と
の
順
徳
院
の
和
歌
か
ら
離
れ
て
、「
ま
が
ふ
」
の
例
歌
と
し
て
挙
げ
た
続
古
今
の
和
歌
を
踏
ま
え
た
三
条
西
実
隆
の
詠
歌
に
触
れ
、

詠
歌
の
新
し
い
趣
向
の
し
つ
ら
え
方
に
言
及
す
る
。
24
～
26
項
目
の
歌
会
歌
の
添
削
の
場
合
も
そ
う
で
あ
る
が
、
単
に
和
歌
一
首
を
添
削
し

た
り
、
意
味
を
取
っ
て
終
わ
り
な
の
で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
、
実
際
の
詠
歌
行
為
に
役
立
つ
よ
う
な
、
具
体
的
で
実
践
的
な
指
導
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。

　

以
上
、
本
書
は
小
品
な
が
ら
、
後
水
尾
院
の
歌
学
指
導
の
実
態
を
示
す
第
一
次
資
料
と
し
て
有
意
義
と
考
え
、
以
下
に
私
の
翻
刻
を
示
す
。
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（
凡
例
）

一
、
翻
字
は
原
則
と
し
て
原
本
表
記
の
通
り
と
す
る
。

一
、
各
項
目
の
頭
に
番
号
を
振
っ
た
。

一
、
掲
出
の
和
歌
に
つ
い
て
は
所
収
歌
集
と
新
編
国
歌
大
観
番
号
を
略
記
し
た
。

一
、
旧
字
体
・
異
体
字
・
合
字
は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

一
、
句
読
点
・
並
列
点
を
施
し
、
清
濁
を
分
か
っ
た
。

一
、
見
せ
消
ち
・
挿
入
等
は
訂
正
後
の
形
を
示
し
た
。

一
、
そ
の
他
、
私
の
注
記
事
項
は
（　

）
で
示
し
た
。

『
法
皇
御
説
聞
書
』（
一
般
文
書61518

）

　
　
　
　

�

写
本
。
仮
綴
。
一
冊
。
縦
二
八
・
〇
糎
・
横
二
〇
・
五
糎
。
楮
紙
。
表
紙
な
し
。
墨
付
三
丁
。
遊
紙
、
後
に
一
丁
。

36



（一丁表）

門前村地籍図
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寛
文
六
三
十
六　

法
皇
御
説
聞
書

1　

新
古
今

　
　

読
人
し
ら
ず　

風
ま
せ
に
雪
は
ふ
り
つ
ゝ
し
か
す
が
に
霞
た
な
び
き
春
は
き
に
け
り
（
新
古
今
8
）

・
し
か
す
が
は
サ
ス
ガ
ニ
ナ
リ
。

2　

山
邊
赤
人　

あ
す
か
ら
は
わ
か
な
つ
ま
ん
と
し
め
し
の
に
昨
日
も
け
ふ
も
雪
は
ふ
り
つ
ゝ
（
新
古
今
11
）

・
し
め
し
は
領
ズ
ル
也
。
占シ
ル
ムノ
字
。

3　

家
持　

巻
向
の
ひ
ば
ら
も
い
ま
だ
く
も
ら
ね
ば
小
松
が
原
に
あ
は
雪
ぞ
ふ
る
（
新
古
今
20
）

　
　

―
ハ
檜
原
ノ
枕
コ
ト
バ
ナ
リ
。
檜
原
ハ
ク
モ
ル
物
ニ
ヨ
ミ
ツ
ケ
タ
リ
。
カ
ゲ
ノ
ク
ラ
キ
ユ
ヘ
ニ
、
カ
ク
イ
ヘ
ル
カ
。

4　

よ
み
人
し
ら
ず　

今
さ
ら
に
雪
ふ
ら
め
や
も
か
げ
ろ
ふ
の
も
ゆ
る
春
日
と
な
り
に
し
も
の
を
（
新
古
今
21
）

・
や
も
ハ
ハ
ノ
心
ナ
リ
。
ハ
ト
イ
ヘ
バ
句
ガ
ノ
ブ
ル
ユ
ヘ
ニ
、
モ
ト
イ
ヘ
リ
。

5　

源
重
之　

梅
が
え
に
も
の
う
き
ほ
ど
に
ち
る
雪
を
花
と
も
い
は
じ
春
の
名
だ
て
に
（
新
古
今
28
）

・
雪
ノ
フ
リ
テ
花
ノ
タ
メ
ニ
ハ
モ
ノ
ウ
キ
ホ
ド
ニ
、
ナ
カ
〳
〵
花
ト
モ
イ
ハ
ジ
也
。

・
雪
ユ
ヘ
ニ
花
ノ
ヲ
ソ
キ
ガ
モ
ノ
ウ
キ
ナ
リ
。

6　

太
上
天
皇　

見
わ
た
せ
ば
山
も
と
か
す
む
み
な
せ
河
夕
べ
は
秋
と
何
お
も
ひ
け
ん
（
新
古
今
36
）

・
夕
ハ
秋
ガ
ヲ
モ
シ
ロ
キ
モ
ノ
ナ
ル
ニ
、
ト
ヲ
ボ
シ
タ
レ
バ
、
此
山
モ
ト
霞
ム
ミ
ナ
セ
川
ノ
夕
ノ
景
気
モ
ヲ
モ
シ
ロ
ク
ヲ
ボ
ス
ナ
リ
。
秋

バ
カ
リ
ノ
夕
ニ
テ
ハ
ナ
シ
ト
ノ
心
ナ
リ
。

・
只
ウ
キ
ト
モ
ナ
シ
ニ
夕
ノ
ヲ
モ
シ
ロ
ク
感
情
フ
カ
キ
時
ナ
リ
。

7　

定
家　

春
の
よ
の
夢
の
う
き
は
し
と
だ
へ
し
て
峯
に
わ
か
る
ゝ
よ
こ
雲
の
空
（
新
古
今
38
）
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・
夢
ノ
ウ
キ
ハ
シ
ハ
、
タ
ヾ
夢
ノ
コ
ト
ナ
リ
。

8　

俊
成
女　

梅
の
花
あ
か
ぬ
色
か
も
む
か
し
に
て
お
な
じ
か
た
み
の
春
の
よ
の
月
（
新
古
今
47
）

・
諸
共
ニ
ア
カ
ズ
見
シ
梅
ノ
色
香
モ
ム（
マ
マ
）シニ

成
テ
、
月
ヤ
ア
ラ
ヌ
春
ヤ
昔
ノ
ト
ウ
ラ
ミ
タ
ル
月
ト
同
ジ
記
念
ニ
残
ル
バ
カ
リ
ニ
テ
ア
ル
ヨ
、

ト
全
篇
西
ノ
対
ノ
心
ニ
成
テ
読
タ
ル
心
歟
。

　

右
、
法
皇
御
抄
之
趣
ナ
リ
。
直
写
留
ナ
リ
。

9　

寂
蓮　

今
は
と
て
た
の
む
の
か
り
も
う
ち
侘
ぬ
お
ぼ
ろ
月
夜
の
あ
け
ぼ
の
ゝ
空
（
新
古
今
58
）

・
今
は
と
て
ハ
、
雁
ノ
思
ヒ
タ
ツ
ナ
リ
。
た
の
む
ハ
田
面
ノ
コ
ト
ナ
リ
。

10　

摂
政
太
政
大
臣　

帰
る
雁
今
は
の
心
あ
り
あ
け
に
月
と
花
と
の
名
こ
そ
お
し
け
れ
（
新
古
今
62
）

・
雁
ニ
ミ
ス
テ
ラ
ル
ヽ
月
ト
花
ト
ノ
名
ガ
ヲ
シ
キ
ト
云
心
ナ
リ
。

11　

壬
生
忠
見　

や
か
ず
と
も
草
は
も
え
な
ん
春
日
の
は
た
ゞ
春
の
日
に
ま
か
せ
た
ら
な
ん
（
新
古
今
78
）

・
上
ノ
ナ
ン
ハ
、
ヤ
ガ
テ
モ
モ
ヘ
イ
デ
ン
ズ
ル
ナ
リ
。
下
ノ
ナ
ン
ハ
、
マ
カ
セ
ヨ
ト
下
知
ノ
ナ
ン
ナ
リ
。

12　

式
子
内
親
王　

は
か
な
く
て
過
に
し
か
た
を
か
ぞ
ふ
れ
ば
花
に
物
お
も
ふ
春
ぞ
へ
に
け
る
（
新
古
今
101
）

・
ナ
ニ
ト
モ
ナ
ク
、
ワ
ヅ
カ
ノ
間
ノ
ヤ
ウ
ニ
思
ヒ
シ
ニ
、
カ
ゾ
フ
レ
バ
、
サ
ク
ヲ
マ
チ
、
ヽ
ル
ヲ
ヽ
シ
ミ
テ
、
花
ユ
ヘ
物
ヲ
思
ヒ
テ
数
夜

ノ
春
ヲ
過
シ
ト
ナ
リ
。

13　

俊
成　

又
や
み
む
か
た
の
ゝ
み
の
ゝ
桜
が
り
は
な
の
雪
ち
る
春
の
あ
け
ぼ
の
（
新
古
今
114
）

・
狩
ト
イ
フ
字
ノ
心
ハ
、
物
ヲ
ヽ
ウ
心
ナ
リ
。
鷹
狩
ナ
ド
モ
民
ノ
ワ
ヅ
ラ
ヒ
ニ
ナ
ル
ユ
ヘ
、
イ
ネ
ヲ
ク
ラ
フ
鳥
ヲ
タ
カ
ニ
テ
ヲ
ヒ
シ
ナ
リ
。

末
ノ
ヨ
ニ
ナ
リ
テ
、
遊
興
ニ
ハ
ナ
リ
タ
リ
。
ソ
レ
ヨ
リ
タ
カ
ヾ
リ
ト
云
。
狩
ノ
字
ノ
心
ハ
タ
カ
ヲ
ス
ヘ
テ
、
鳥
ヲ
タ
ヅ
ネ
モ
ト
ム
ル
ナ
リ
。

此
桜
狩
モ
尋
求
ル
心
ナ
リ
。
茸
ガ
リ
・
紅
葉
ガ
リ
ナ
ド
モ
同
ジ
心
ナ
リ
。
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・
私
云
、
狩
ノ
字
之
事
、
法
皇
詠
哥
大
概
御
抄
ニ
ク
ワ
シ
ク
被
遊
シ
ナ
リ
。
可
見
也
。

14　

定
家　

桜
色
の
庭
の
春
風
あ
と
も
な
し
と
は
ゞ
ぞ
人
の
雪
ト
ダ
ニ
み
む
（
新
古
今
134
）

・
花
ヲ
サ
ソ
フ
春
風
ハ
桜
色
也
。
庭
ノ
面
ニ
花
散
満
テ
、
人
ノ
踏
分
タ
ル
跡
モ
ナ
キ
也
。
尤
、
花
ノ
後
、
問
人
モ
ナ
ケ
レ
バ
也
。
此
花
ヲ

フ
ミ
分
テ
、
若
問
人
モ
ア
ラ
バ
雪
ニ
ト
ハ
ル
ヽ
心
チ
シ
テ
、
散
シ
キ
タ
ル
花
ヲ
雪
ト
ナ
リ
ト
モ
見
テ
ナ
グ
サ
ム
ベ
キ
ノ
心
歟
。
ト
ハ
ヾ
ゾ

人
ノ
ハ
、
人
ノ
ト
ハ
ヾ
ゾ
ノ
心
歟
。
右
御
抄
也
。

15　

此
哥
ノ
ツ
ヰ
デ
ニ
タ
レ
ヤ
ラ
ウ
カ
ヾ
ハ
レ
シ
ト
ナ
リ
。
同
法
皇
御
抄
。

逍
遥
院　

人
ハ
イ
サ
秋
ノ
月
ニ
ヤ
花
ノ
露
モ
ヲ
キ
所
ナ
キ
心
ミ
エ
マ
シ
（
雪
玉
集1197

）

・
心
ヲ
置
ト
云
ニ
ハ
ア
マ
タ
ノ
心
ア
ル
歟
。
露
ナ
ラ
ヌ
心
ヲ
花
ニ
ヲ
キ
初
テ
（
古
今
589
）
ト
云
ハ
、
心
ヲ
ト
メ
タ
ル
心
歟
。
是
モ
其
心
歟
。

花
ニ
ハ
心
ノ
ト
マ
ル
事
モ
ナ
キ
事
ハ
、
秋
ノ
月
ニ
ミ
ユ
ベ
キ
ト
、
サ
シ
モ
ア
ク
事
ナ
キ
ハ
、
花
ニ
モ
秋
ノ
月
ユ
ヘ
ハ
心
ヲ
ト
ヾ
メ
置
マ
ジ

キ
也
。
人
ハ
シ
ラ
ズ
、
我
ハ
月
ニ
其
心
ミ
エ
ン
ト
云
歟
。
月
ヲ
ヒ
ト
ヘ
ニ
翫
心
歟
。

　

如
御
抄
、
不
違
之
写
。

16　

家
持　

唐
人
の
舩
を
う
か
べ
て
あ
そ
ぶ
て
ふ
け
ふ
ぞ
わ
が
せ
こ
花
か
づ
ら
せ
よ
（
新
古
今
151
）

・
花
か
づ
ら
ハ
、
カ
ザ
シ
ナ
ド
ノ
事
ナ
リ
。
カ
ザ
シ
ノ
コ
ト
、
昔
ハ
物
ヲ
カ
ク
ス
コ
ト
ニ
イ
ヘ
ル
ヲ
、
後
〳
〵
ハ
ヨ
ソ
ホ
ヒ
ノ
ヤ
ウ
ニ

ナ
レ
リ
。
源
氏
物
語
ニ
モ
、
か
ざ
し
の
紅
葉
い
と
ふ
ち
り
す
き
て
ナ
ド
紅
葉
ノ
ガ
ノ
マ
キ
ニ
ア
リ
。
コ
レ
モ
ヨ
ソ
ホ
ヒ
ノ
コ
ヽ
ロ
ナ
リ
。

後
撰
、
春
下

　
　
　
　

延
喜
御
時
殿
上
の
お
の
こ
ど
も
の
な
か
に
め
し
あ
げ
ら
れ
て
、
を
の
〳
〵
か
ざ
し
さ
し
け
る
つ
ゐ
で
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

凡
河
内
躬
恒

か
ざ
せ
ど
も
お
ひ
も
か
く
れ
ぬ
こ
の
春
ぞ
花
の
お
も
て
は
ふ
せ
つ
べ
ら
な
り
（
後
撰
96
）
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か
ざ
せ
ど
も
ハ
カ
ク
ス
コ
ヽ
ロ
ナ
リ
。
假
令
扇
ナ
ド
ヲ
人
ニ
ミ
エ
ラ
レ
ジ
ト
カ
ザ
ス
モ
カ
ク
ス
ナ
リ
。
花
の
お
も
て
は
ふ
せ
つ
と
は
、

花
ノ
タ
メ
ニ
俗
ニ
イ
フ
ツ
ラ
ヨ
ゴ
シ
ナ
ド
イ
フ
心
ナ
リ
。
源
氏
は
ゝ
き
ゞ
の
巻
に
も
、
お
も
て
ぶ
せ
に
や
な
ど
あ
り
。
面
目
ナ
キ
心
ナ

リ
。
畢
竟
ノ
心
ハ
、
花
ヲ
カ
ザ
セ
ド
モ
、
老
モ
カ
ク
レ
ズ
。
カ
ヘ
リ
テ
ハ
花
ノ
タ
メ
ニ
ハ
面
目
モ
ナ
キ
ヤ
ウ
ニ
ナ
ル
コ
ヽ
ロ
ナ
リ
。

後
撰
、
恋　
　
　
　

し
ぞ
く
ハ
親
族
也
。
イ
ヒ
サ
ハ
ゲ
ハ
、
イ
ヒ
ワ
ケ
ヲ
人
ニ
シ
テ
ク
レ
ヨ
ト
云
事
也
。

　
　
　
　

し
ぞ
く
に
侍
り
け
る
女
の
、
お
と
こ
に
な
た
ち
て
、
か
ゝ
る
事
な
ん
あ
る
、
人
に
い
ひ
さ
は
げ
と
い
ひ
侍
け
れ
ば
、　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

貫
之

か
ざ
す
と
も
立
と
た
ち
な
ん
な
き
名
を
ば
こ
と
な
し
草
の
か
ひ
や
な
か
ら
ん
（
後
撰1202

）

か
ざ
す
と
も
モ
カ
ク
ス
ト
モ
ナ
リ
。
立
ト
タ
チ
ナ
ン
ト
イ
フ
ハ
、
俗
ニ
タ
チ
ニ
タ
ツ
テ
ナ
ド
イ
フ
類
也
。
コ
ト
〴
〵
シ
ク
イ
ヒ
ナ
ス
ナ

リ
。
コ
ト
ナ
シ
草
ハ
無
事
ニ
ス
ル
コ
ト
ナ
リ
。
コ
ト
ナ
シ
ニ
セ
ン
ト
ス
ル
カ
ヒ
ヤ
ナ
カ
ラ
ン
ノ
心
ナ
リ
。
草
ハ
、
ツ
ケ
字
ナ
リ
。
コ
ト

グ
サ
ナ
ド
イ
フ
類
ナ
リ
。

17　

一
、
な
け　
　

な
け　
　

二
条
家
説    

冷
泉
家
説

い
さ
今
日
は
春
の
山
べ
に

―
（
古
今
95
）　

な
け
ハ
、
ア
ル
マ
イ
花
ノ
カ
ゲ
カ
ハ
、
ト
イ
フ
心
ナ
リ
。

18　

後
撰
、
恋　

よ
み
人
し
ら
ず

い
ま
は
と
て
秋
は
て
ら
れ
し
身
な
れ
ど
も
き
り
た
ち
人
を
え
や
は
わ
す
る
ゝ
（
後
撰1300

）

き
り
た
ち
ハ
、
切キ
リ

断タ
チ

也
。
心
ハ
人
ニ
ハ
ア
キ
ハ
テ
ラ
レ
シ
ワ
ガ
身
ナ
レ
ド
モ
、
我
ハ
切
断
シ
テ
人
ヲ
ワ
ス
ル
ヽ
事
ハ
ナ
リ
ガ
タ
キ
ト
云

心
也
。

19　

定
家　

花
ゆ
へ
に
春
は
う
き
世
ぞ
お
し
ま
る
ゝ
同
じ
山
路
に
ふ
み
ま
よ
へ
ど
も
（
拾
遺
愚
草
10
）

此
哥
ハ
イ
マ
ダ
世
ヲ
ノ
ガ
レ
ズ
シ
テ
ノ
事
也
。
オ
シ
マ
ル
ヽ
ト
イ
フ
ノ
ハ
、
山
ニ
イ
ラ
ン
ト
思
ヘ
ド
モ
、
花
ユ
ヘ
ニ
、
春
ガ
オ
シ
マ

゚゙

゚゙
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ル
ヽ
心
也
。
お
な
じ
山
路
ハ
、
四
気
と
も
に
山
ニ
イ
ラ
ン
〳
〵
ト
思
ヘ
ド
モ
、
春
ハ
花
ユ
ヘ
ニ
、
ウ
キ
ヨ
ガ
オ
シ
マ
ル
ヽ
ト
ナ
リ
。

20　

一
、
ミ
シ
ブ
ツ
キ
ハ
、
水
シ
ブ
ツ
キ
也
。
水
ノ
サ
ビ
也
。
ヅ
キ
ハ
、
ア
ブ
ラ
ツ
キ
ナ
ド
ノ
類
也
。

21　

一
、
ソ
ヾ
ヤ
ハ
、
ス
ハ
ヤ
ナ
リ
。

22　

一
、
よ
す
が
は
、
た
よ
り
な
り
。
め
か
る
ゝ
ハ
、　
カ
ル離ヽ
也
。
目
カ
レ
ヌ
ハ
、
目
不
離
也
。

23　

一
、
は
た
ハ
、
将ハ
タ

也
。
マ
サ
ニ
ノ
心
也
。
い
か
に
ハ
、
何
ホ
ド
カ
ノ
心
な
り
。

　
　
　
　

ふ
し
て
思
ひ
お
き
て
な
が
む
る
春
雨
に
花
の
し
た
ひ
も
い
か
に
と
く
ら
ん
（
新
古
今
84
）

コ
ノ
イ
カ
ニ
ナ
ド
モ
、
ナ
ニ
ホ
ド
カ
ノ
心
ナ
リ
。

24　

寛
文
六
九
月
九
日
、
従
内
々
進
上
詠
草
。

早
春
霞　

春
は
ま
だ
朝
け
寒
ゆ
く
雪
げ
だ
に
お
な
じ
ひ
か
り
の
色
に
か
す
め
る

仰
云
、
寒
ゆ
く
の
行
ノ
字
ハ
、
冬
フ
カ
ク
ナ
リ
行
ナ
ド
モ
ノ
ヽ
サ
キ
ヘ
ユ
ク
ナ
リ
。
春
ナ
ド
ノ
雪
ゲ
ニ
サ
ヘ
行
ナ
ド
ハ
イ
ハ
レ
ズ
。

タ
ヾ
行
ノ
字
ハ
、
コ
ト
バ
タ
ラ
ヌ
ユ
ヘ
ニ
、
イ
レ
タ
ル
ヤ
ウ
ナ
リ
。
又
、
雪
ゲ
ダ
ニ
ノ
ダ
ニ
ノ
コ
ト
バ
ヽ
、
サ
ダ
メ
テ
サ
ヘ
ノ
コ
ヽ
ロ

ニ
ヨ
ミ
ツ
ラ
ン
。
コ
ヽ
ニ
ハ
、
タ
ヽ
サ
ヘ
ト
ヲ
キ
タ
ル
、
ヨ
キ
ナ
リ
。
コ
レ
ハ
、
チ
ト
シ
サ
イ
ア
リ
テ
、
自
然
ト
ガ
テ
ン
ノ
ユ
ク
コ
ト

ナ
リ
。
口
ニ
テ
ハ
イ
ヒ
ニ
ク
キ
コ
ト
也
。
又
、
お
な
じ
光
の
ト
ハ
、
光
ハ
何
ノ
光
ノ
ヨ
シ
、
御
尋
ナ
リ
。
此
ヒ
カ
リ
ハ
、
霞
ノ
ヒ
カ
リ

ノ
ヨ
シ
申
。
答
、
イ
カ
ニ
モ
霞
光
ナ
ド
ツ
ヾ
ケ
ツ
レ
ド
モ
、
雪
ゲ
ニ
ハ
、
ヒ
カ
リ
ナ
ド
ア
ル
ベ
キ
ヤ
ウ
ナ
シ
。
ヒ
カ
リ
ハ
、
日
ノ
コ
ト

ニ
モ
用
来
ル
間
、
セ
ン
ナ
キ
ナ
リ
。　
　

御
添
削

　
　
　
　

春
は
ま
だ
寒
き
朝
の
雪
も
よ
に
曇
も
か
す
む
色
や
そ
ふ
ら
ん

雪
モ
ヨ
ニ
ハ
、
雪
モ
ヨ
ヲ
シ
ニ
、
ナ
リ
。
曇
ヤ
霞
ム
色
ヲ
ソ
フ
ラ
ン
ト
イ
ヒ
テ
モ
ナ
レ
ド
モ
、
キ
レ
字
ノ
ヤ
ハ
ラ
ン
ニ
、
ナ
ル
ホ
ド
チ

カ
キ
ガ
ヨ
キ
ナ
リ
。

42



25　

静
見
花　

お
も
ほ
え
ず
わ
が
身
は
い
か
に
色
も
な
き
心
を
花
の
う
へ
に
う
つ
し
て

コ
ノ
哥
ハ
、
一
句
〳
〵
ミ
ナ
ツ
マ
リ
タ
ル
句
ニ
テ
ワ
ロ
シ
。
サ
テ
、
コ
レ
ハ
花
ニ
着
シ
タ
ル
バ
カ
リ
ニ
テ
静
ナ
ル
ノ
コ
ヽ
ロ
ナ
シ
。
閑

ニ
居
テ
、
花
ヲ
見
ル
コ
ヽ
ロ
ナ
リ
。
又
、
閑
居
ト
ハ
マ
ギ
レ
ヌ
ヤ
ウ
ヨ
ム
ベ
キ
也
。
コ
ノ
哥
ハ
ヨ
ミ
ナ
ヲ
ス
ベ
シ
。
無
御
添
削
。

〔
題
ニ
花
ト
イ
フ
ニ
テ
、
桜
ト
ハ
ヨ
ム
ベ
シ
。
コ
レ
ハ
花
ハ
何
花
モ
ア
ル
ユ
ヘ
、
ヒ
ロ
シ
。
桜
ト
イ
フ
題
ニ
テ
、
花
ト
バ
カ
リ
ハ
ヨ
マ

ヌ
ナ
リ
。
セ
バ
キ
ユ
ヘ
ナ
リ
。
山
峯
ナ
ド
モ
皆
此
類
ナ
リ
〕（
頭
に
書
入
れ
）

26　

野
時
鳥　

道
も
な
き
野
べ
を
き
に
け
り
時
鳥
ひ
と
こ
ゑ
過
し
こ
ゝ
ろ
づ
く
し
に

此
哥
ハ
、
野
モ
時
鳥
モ
セ
ン
ガ
キ
コ
ヘ
タ
レ
ド
モ
、
心
ヅ
ク
シ
ハ
一
所
ニ
ヰ
テ
ト
カ
カ
ウ
カ
ナ
ド
心
ヲ
ツ
ク
ス
ナ
リ
。
御
添
削

　
　
　
　

道
モ
ナ
キ
野
モ
ワ
ケ
ツ
ベ
シ
ホ
ト
ヽ
ギ
ス
ナ
キ
ユ
ク
カ
タ
ヲ
シ
タ
フ
ア
マ
リ
ニ

サ
テ
、
シ
タ
フ
ハ
、
忍
ぶ
ト
ヲ
ナ
ジ
事
ナ
リ
。
サ
レ
ド
モ
、
昔
ア
リ
タ
ル
事
ナ
ド
ヲ
バ
、
シ
タ
フ
ト
ハ
イ
ハ
ズ
。
忍
ブ
ト
イ
フ
ナ
リ
。

シ
タ
フ
ハ
現
在
ニ
ア
リ
タ
ル
事
ヲ
シ
タ
フ
ナ
リ
。
人
ノ
行
ヲ
師
ニ
シ
テ
、
其
躰
ヲ
シ
タ
フ
ナ
ド
ノ
類
ナ
リ
。
仮
令
シ
タ
フ
ト
ハ
、
サ
キ

ヘ
ユ
ク
モ
ノ
ヲ
ト
ム
ル
コ
ヽ
ロ
ナ
リ
。

27　

一
、
清
見
潟
雲
モ
マ
ガ
ハ
ヌ
波
ノ
上
ニ
月
ノ
ク
マ
ナ
ル
村
千
鳥
カ
ナ
（
順
徳
院
百
首
61
）

マ
ガ
ハ
ヌ
ハ
、
雲
モ
マ
ガ
ハ
サ
ヌ
ナ
リ
。

28　

続
古　

サ
ラ
デ
ダ
ニ
ソ
レ
カ
ト
マ
ガ
フ
山
ノ
端
ノ
有
明
ノ
月
ニ
フ
レ
ル
シ
ラ
雪　

前
大
納
言
為
家
（
続
古
今
668
）

　
　
　
　
　

ヲ
キ
イ
ヅ
ル
袖
ニ
タ
マ
ラ
ヌ
雪
ナ
ラ
バ
有
明
ノ
月
ト
ミ
テ
ヤ
過
マ
シ　

逍
遥
院
（
再
昌
草4488

）

マ
ヘ
ノ
哥
ヲ
ス
コ
シ
ノ
用
ヤ
ウ
ニ
テ
如
此
ア
タ
ラ
シ
キ
ヤ
ウ
ナ
リ
。

29　

後
撰　

山
風
ノ
花
ノ
カ
ヽ
ド
ウ
フ
モ
ト
ニ
ハ
春
ノ
霞
ゾ
ホ
ダ
シ
ナ
リ
ケ
ル
（
後
撰
73
）
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カ
ド
ウ
ト
ハ
、
カ
ド
ハ
カ
ス
ナ
リ
。
古
キ
哥
ニ
ハ
、
カ
ド
ハ
カ
ス
ナ
ド
イ
フ
所
ニ
、
カ
ド
フ
ト
バ
カ
リ
モ
ア
リ
。
マ
ガ
ハ
ヌ
モ
、
マ
ギ

ラ
カ
サ
ヌ
ト
イ
フ
ト
コ
ロ
ニ
、
マ
ガ
ハ
ヌ
ト
バ
カ
リ
モ
ア
ル
ナ
リ
。

30　

一
、
哉
ド
マ
リ
ハ
、
伝
授
ナ
ク
テ
ハ
ヨ
マ
ヌ
コ
ト
ナ
リ
。

【
付
記
】　

資
料
の
閲
覧
・
翻
刻
を
御
許
可
戴
き
ま
し
た
陽
明
文
庫
長
名
和
修
氏
に
、
記
し
て
感
謝
致
し
ま
す
。
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